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問い合わせ先

国土交通省　東北地方整備局　北上川下流河川事務所
宮城県石巻市蛇田字新下沼８０   電話：０２２５－９５－０１９４（代表）

副所長（事務）　　　　佐藤　正壽　 （内線２０２）
総務課長　　　　　　　大竹　広保　 （内線２１１）

　１．「北上川下流河川事務所東日本大震災河川復旧・整備本部」の体制は別紙のとおり
　２．平成２４年度予算新設組織
　　　・建設専門官（課長級スタッフポスト）　・・・・・・・・・・・・　６
　　　・用　 地　 官（用地協議責任者）　　　  ・・・・・・・・・・・・　１
　　　・建設監督官（主任監督職員[現場責任者]） ・・・・・・・　３
　　　・２課　・・・・・　工務第三課、調査第二課
　　　・８係
　注）　上記新設により、１３課６出張所体制に強化した組織で復旧・復興事業及び河川・
　　　砂防事業を推進します。
　注２）　「北上川下流河川事務所東日本大震災河川復旧・推進本部」の結成式は、
　　　４月６日８時４０分から当事務所において行う予定です。

記

　北上川下流河川事務所では、東日本大震災により甚大な被害を受けた河川堤防等
の本格的な復旧工事に着手しております。
　特に、当事務所で管理する北上川、旧北上川、鳴瀬川の河口部においては、地
震・津波により、堤防の決壊や沈下、水門の損傷など、かつて経験したことのない
甚大な被害を受けました。これらの復旧工事を迅速かつ計画的に執行する必要があ
ります。
  復旧・復興事業及び増大する行政需要に対応するため、平成２４年度予算により
当事務所には工務第三課、調査第二課をはじめとして、所要の組織が新設される予
定です。
　つきましては、これらの組織を機動的に機能させ、復旧・復興河川整備について
の関係機関調整や地元との意見交換を円滑に進めるための推進体制（プロジェクト
チーム）として、「東日本大震災河川復旧・整備推進本部」を設置いたしますの
で、お知らせします。

平成２４年４月５日１６時００分発表

【防災情報】　北上川下流河川事務所　地震災害情報（第１２０報）

北上川下流河川事務所東日本大震災河川復旧・整備推進本部設置



本部長 ◎事務所長
本部長代理副所長（事務） 副所長（事業） 副所長（企画）

グル－プ860（「災害８６０億円＋復興枠」執行グル－プ）
ミッション

グル－プ長
（総括） ◎副所長（事業）

チーム旧北上川 チーム鳴瀬川 チーム北上川
リーダ○ ○工務第一課長 ○工務第二課長 ○工務第三課長
チーム員 工務第一課から 選抜 工務第二課から 選抜 工務第三課から 選抜

チーム入契
○事業対策官 経理課（契約ライン） 品質確保課

チーム安全・監督
○事業対策官 主任監督職員 全員

グループ３河口（３河口部の事業調整グループ）
ミッション

グル－プ長
（総括） ◎副所長（企画）

ユニット旧北上川 ユニット鳴瀬川 ユニット北上川
リーダ○ ○建設専門官 ○工務第二課長 ○建設専門官
構成員 工務第一課長 工務第三課長

建設監督官 建設監督官
工務第一課等から選抜 工務第二課から 選抜 工務第三課から 選抜

用地第一課長 用地第二課長 用地第一課長
建設専門官 用地官 用地官
用地第一課から 選抜 用地第二課から 選抜 用地第一課から 選抜

涌谷出張所長 鳴瀬出張所長 飯野川出張所長

用地横断チーム
○用地第一課長 用地第二課長 建設専門官

整備計画ユニット
建設専門官 ○調査第一課長 調査第一課 全員

事業認定申請チーム
◎用地第一課長 用地第二課 ○調査第一課
工務第一課 工務第二課 工務第三課

事業調整・ＰＭユニット
○調査第二課長 建設監督官 調査第二課 全員

不法係留対策チーム 長面地区調整チーム
○建設専門官 ○管理課長
占用調整課長 建設専門官
占用調整課 堰管理専門官
管理課 管理課
涌谷出張所 飯野川出張所

平成24年度から４カ年で河口部の[災害復旧事業費約860億円＋復興枠]を円滑かつ計画的に執行する。

３河口部の復興河川整備について、地元自治体の復興計画との整合を図り、県等関係事業者と調整なが
ら、地元と意見交換をしながら設計を確定し、円滑な用地取得に資する。

「北上川下流河川事務所東日本大震災河川復旧・整備推進本部（仮称）」設置案


